
01 概要

本書はRFP回答書について、明確な意思決定の道筋と責任ある実行計画を示します。

02 根拠

ID 範囲 状況

R-01 製品 状況

R-02 進め方 状況

R-03 リスク 行動

03 進め方

調査、実行、検証の順に進め、各段階に担当者と受入条件を設定します。

04 チーム

段階 担当 日付 状況

1 チーム A 1-10 完了

2 チーム B 11-25 進行中

3 チーム A 26-30 予定

05 リスク

主な依存要因は資料の迅速な共有です。短い確認工程で手戻りを抑えます。

06 予算

範囲 担当 費用

根拠 チーム A CAD 4,800

進め方 チーム B CAD 9,600

成果 チーム A CAD 2,400
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アトラスシステムズ

安全な文書生成サービス
推奨案は、審査やガバナンスを弱めずに速度と一貫性を高めます。
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